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第9回世界水泳医学・バイオメカニクス学会への参加  

（atSaint－Etienne，France）  

菅野 篤子＊・下山 好充ヾ＝ 

ReportonIXthWorldSymposiumBiomechanicsandMedicineinSwimmlng  

SUGANOAtsuko 

【緒言および目的】   

2002年6月21日～23日にかけて、第8回世界  

水泳医学・バイオメカニクス学会（Ⅸ山WorldSym－  

posiumBiomechanicsandMedicineinSwimmlng：  

WSBMS）が、フランスのサンテ・ティエンヌ  

（Saint－Etienne）で開催された（写真1）。．この学会  

は、4年に1回行われ、水泳関係の学会の中でも  

最も大規模な国際学会で、世界中から水泳・水中  

運動関係の研究者が集まってくる。学会が包括す  

る分野は大別すると科学分野と応用分野と二つか  

ら成り、水泳に関連する20近くものテーマが挙  

げられている＝今回、本シンポジウムに参加する  

目的は3つあった。1つは国際学会での発表、2つ  

目は水泳や水中運動の研究に関する情報収集及び  

施設見学、そして3つ目は水泳・水中運動の海外  

の研究者との情報交換および交流であった。  

【学会内容およびその成果】   

本シンポジウムが行われたSaint－Etienneは、リ  

ヨンから60km離れたところに位置し、人口20万  

人、フランス南東への出入り口となっている町で  

ある。本大会長はDr．Jean－ClaudeChatardが勤め、  

学会会場は、市内のconferencecenterが用いられ  

た。筑波大からは、野村武男教授を始めとし水泳  

研究室のメンバー11名の教官・準研究員および  

大学院生が参加した（写真2）。   

学会初日（6月21日）は、開会後、m．托1ayo（R弧Ce）  

の『Biomechanicalandpedagogicalconceptionsin  

swirnming』について仏語での招待講演で封切ら  

れた。会場では同時翻訳イヤホンを利用すること  

写真1．学会会場（Saint－Etienne）  写真2．筑波大学水泳研究室メンバー  
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ができ、仏語と英語の同時通訳付きではあったが  

（写真3）、国際学会にもかかわらず初っ端から仏  

語での発表ということに驚きを覚えた。内容は、  

水泳指導法の歴史についてで、1538年に初の水  

泳教本が出版されてから、軍隊の訓練の一貫とし  

て、競技としてどのように指導法が発展してきた  

のかなどを示した興味深い内容であった。続いて  

は、FAcfivedraginswimming』（Dr．Wilson，New  

Zealand）の講演が行われた。その後、COffeebreak  

を挟んで、高木講師の発表を始めとして口頭発表  

（Performance，Technology）が続いた。ランチは、  

水泳研究室のメンバーの他に学会会場で知り合い  

になったフィンランド人の女性で、一児の母なが  

らライフセービングの研究のためオーストラリア  

に留学を控えたPolineと一緒にいただいた。   

午後一番の招待講演は、Dr．Guezennec（France）  

によるFHormonesandfatigueinswimming』で  

あった。ホルモンに関しては、我々も研究の指標  

として扱っており、氏の論文は何編か呂を通して  

いたので、その著者が目の前で講演していること  

に小さな感動と興奮を感じながら聴き入った。そ  

の後、口頭発表では、Physiologyの部で野村教授、  

Techniqueで院生の仙石氏の発表が続いたL間に  

挟まれたCoffeebreakでは、ワインとメレンゲ（卵  

白を泡立てたお菓子）のカスタードソースがけ  

（LaiterieetCotesduForez）という伝統的なフラ  

ンスのお菓子が提供された。なかなかの美味で  

あった。   

そして、Dr．Noakes（SouthALtiea）のFwhatreally  

causefatigueduringswimming？Goingbeyond』の  

招待講演後、再び、Physiology、Techniqueの口頭  

発表が行われ、ポスター発表が行われるころに  

は、19時近くになっていた。ポスター発表では、  

院生の若林氏、富川氏が多国籍研究者連を相手に  

活発なディスカッションを行なった。   

そして、ポスター発表が終わるか否かのうち  

に、バスで町のゴルフ場でのパーティに連れ出さ  

れた。誰もゴルフをせずにゴルフ場を背後に仰ぎ  

ながら、立ち話でワインと冷菓をいただくという  

パーティであった。最初は恥ずかしさもあり日本  

人とばかり話をしていたが、アルコールがまわっ  

てくると、仏学生と自己紹介したり仏文化につい  

て色々と敢えてもらい楽しい 時間を過ごすことが  

できた（，丁度、ワールドカップでフランスまさか  

の敗退という時期だったのでサッカーの話題は禁  

句だということだった。噂通りフランス人の学生  

の英語はどちらかというと流暢とはいえず親しみ  

やすかった。そのため、かえって緊張せずにコ  

ミュニケーションをとることができた。   

翌日2日日（6月22Ej）は、Dr．Persyn（Belgium）  

の動画を多彩に活用した『New hydrodynamic  

comceptsinswimming』の招待講演から始まり  

Hydrodynamic、Water－Poloの口頭発表、COffee  

breakを挟んで、『Asthmaandswimmingj（Dr．  

Vergnon，France）の講演、Starrとmedicineの部の口  

頭発表が行われた。その後、ランチをいただき、」  

Weigh仁汀aining（Ml・．Come【ti，France）の講演が行わ  

れ、Start／†ern／forceの部、detegtion／prediction／  

psychologyの部の口頭発表、COffeebreak後、Dr．  

Mujika（Spain）のTaperについての招待講演が行  

われた。   

夕方のポスター発表で、多くの人だかりのな  

か、下山、院生の市川氏が発表を行なった（写真  

4）。国際学会発表2回目でもあったことから緊張  

写真4．ポスター発表（下山）   写真3．仏・英語同時通訳用翻訳付  
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学会の閉会式や表彰式を兼ねたFarewellparty  

は、お城（chateau）の中で催され（写真7）、ヨー  

ロッパNo．2のソムリエによって選ばれたワイン  

とフランス料理のディナーを楽しむというフラン  

スならではの演出の中で行われた。同席したの  

は、日本からの水泳の研究者の他に、WSBMSの  

第1回目大会会長であったDr．Hollanderや、フラ  

ンスのRennes2大学でフィンの研究をしている学  

生達であった。食事中は、フランス人が何故あま  

り積極的に英語を話さないのかという話題で盛り  

上がった。そもそも今回の学会は国際学会にも関  

わらず、講演やディスカッション中に仏語が頻繁  

に飛び交い、公用語は仏語のような状況で行われ  

た。仏学生に言わせれば「Maybe，Wethink‥．．  

WeareFrench！WhyshouldweuseEnglish！？」との  

こと。．オランダ出身のDr．Hollanderは、フランス  

はヨーロッパの中でも広い土地を持ち、大きく豊  

かな国のため英語を学ぼなくても自給自足が可能  

だが、我々の国、オランダやポルトガルなど小国  

せず、落ち着いて発表することができた。   

この日の夜は学会のスポンサーのひとつであっ  

た圧力靴下メーカーGanzoni主催によるレセプ  

ションによってしめくくられた。   

最終日（6月23E］）は、8時半からDr．Barthelemy  

（France）による『Relation between heart rate  

variabilityandtrainingload』、続いて、Dr．Pyne  

（Australia）による『1mmur．ity．illnessandcompetition  

performanceineli【eSWimmers』の招待講演が行わ  

れた。その後、Medicine、trainingの部の口頭発表  

が続いた：ノ3日目は多くの学会参加者が観光に出  

かけたのか少し会場の人数が減っていた。菅野の  

発表は、正午のmedicineの部で行われた（写真5）c  

口頭発表ということでかなり緊張はしたが、あっ  

という間に時間は過ぎ、発表と質疑応答を無事に  

終えることができた。   

正午過ぎに全ての発表が終了し、午後はプール  

内での機器展示および競技会が近くのプール施設  

で行われた多くの水泳研究者が集まるこのシン  

ポジウムのフィナーレは毎回、最終日に行われる  

全員参加の水泳レースで締めくくられる。今回の  

参加ルールは、4人1視で女性を1名メンバーとし  

て迎えなければならず、菅野は大会会長Dr．  

Chatard率いる仏チームのメンバーの一員となっ  

た．筑波大水泳部の鮫肌水着を着て日本の宣伝を  

しつつ（チーム名はTeamSharkSkin）見事第2位  

という好成績を収めることができた（写真6）し一  

方、下山はギリシャ人の元近代五種オリンピック  

遥手Alex、日本のトライアスロン選手等と最強と  

思われるチームを組んだが、女性を1名参加させ  

るというルールでエストニアの美女とメンバー  

チェンジとなりレース不参加に涙を呑んだ。  写真6．TeamSharkskin（Dr．Chatard，Dr．Mujika，  
私，Dr．P占1ayo）  

写真5．口頭発表（菅野）  写真7．Farewe11partyが行われた古城   
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は英語を使わないと生き残っていけないのだと解  

説をしてくれた。ディナーが終わるころには0時  

を回っていたが依然、どこのテーブルもフランス  

産のおいしいワインを楽しみながら、国際色豊か  

な話題で盛り上がっていた。   

以上、学会に参加した3日はあっという間に過  

ぎ、3つの目的もおおよそ達成することができ  

た。4年後はポルトガルが次回の開催地となると  

のこと、研究を発展させて是非また参加したいと  

思う（写真8）。  

付記）この学会は、平成14年度筑波大学栗原  

基金からの助成を受け参加した。  

【発表内容】  

・SuganoA，WakabayashiH，AobaTandNomuraT，   

PhysicalandpsychologlCalchangesafterpartici－   

Pationof8－Weekwaterexerciseinchroniclowback   

PaIients；12rmonthfbllow－uP・lXthWorldsymposium   

Biomechanicsandmedicineinswimmlng，Sainト   

Etienne，France，2002．6．  

・Shin－OyarnaY，TomikawaM，NomuraT．Theeffect   

OfrestperiodoneI－ergySyStemCOntributionduring  

intervalswimmlng・IXthWorldsymposiunlBiome－   

Cha一一icsandmedicineinswimmlng，Saint－Erienne，   

France．2002．6．   

写真8．次回学会開催国、ポルトガル出身の  

SusanaとCarlaと一緒に  




